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Ⅰ．APT WTDC-21第2回準備会合
1．概要

　APT WTDC-21準備会合は、2021年11月8日から19日に
かけてエチオピアで開催されるWTDC-21（※）に向けて、アジ
ア太平洋地域の共同提案の策定を目的として開催される地
域準備会合である。準備会合は全4回の開催であり、第2回
の今回は2021年2月24日から26日にかけてオンラインで開
催された（第1回会合模様は、ITUジャーナルVol.50 No.10 
2020.10を参照）。我が国からは、プレナリー副議長を山口
専門官、WG3議長を大槻主査が務めた。

2．運営体制

　議長より、第2作業部会（WG2）の議長を務めていたオー
ストラリアのBorthwick氏が業務を継続できないために、
代わりの議長を選出する必要があるとの説明があった。イ
ンドネシア及びサモアより立候補表明されていたが、両者及
びAPT事務局の調整によりインドネシアが立候補を取り下
げたため、プレナリー会合において正式にサモアのFuatai 
Purcell氏がWG2の議長に任命された。また、前回の第1回
会合以降未決定とされていた第3作業部会（WG3）の副議
長にインドのTrivedi氏が正式に任命された。この結果、
今後は表1の体制で準備会合が運営されることになる。

3．各作業部会の検討結果

3.1　作業部会1（WG1）

　我が国より提案したeHealth協力の推進に係る新決議案
について審議され、多くの国より支持されたところであるが、
中国、タイ、ラオス、パキスタン及び韓国より、eHealthを
途上国でも普及するためにデジタルデバイドやインクルー
ジョンといった内容にも触れるべきといった意見や、各地
域の実情を踏まえたサービスの現地化なども重要といった
意見が出された。これを受け、次回の第3回会合までに関
心のある国同士で調整の上、内容を修正した上で再提出す
ることとなった。

3.2　作業部会2（WG2）

　災害へのICT利用に関する決議に「世界的なパンデミッ
ク」を加えるインドネシア提案と上記日本提案を統合され
ることが検討されたが、最終的に改正決議案と新決議案
とで個別に検討を進めることになった。アディスアベバ宣
言、行動計画については、入力文書がなく、特に議論され
なかった。

3.3　作業部会3（WG3）

　中国が提案したデジタルエコノミーに関する新決議（案）
について、日本等関係国と協議の上、次回会合にテキスト
の草案が提出されることとなった。また、アジア太平洋地
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■表1．第３作業部会体制

会合 議長 副議長

Plenary：（準備会合全体の統括及び意思決定） Dr. Ahmad R. Sharafat（イラン）
Mr. Norifumi Yamaguchi（日本）
Mr. Sung Joon Choi（韓国）

WG1：（SGの研究課題等） Ms. Mina Seonmin Jun（韓国）
Ms. Yapeng Wang（中国）
Ms. Maryam Espandar（イラン）

WG2：（作業方法、宣言、行動計画等） Ms. Gisa Fuatai Purcell（サモア） Ms. Thasawan Samorwong（タイ）

WG3：（地域イニシアティブ等、その他ICT開発全般） Ms. Memiko Otsuki（日本）
Ms. Anna Amalina Imam Baweh（マレーシア）
Mr. Bhavesh Trivedi（インド）
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域の地域イニシアティブの優先事項としてデジタルスキルの
拡大や男女格差の縮小、弱者支援をこれまでのイニシア
ティブに追加しつつ、以下の5項目が合意された。
・後発開発途上国、太平洋島嶼国を含む小島嶼国、内陸

国の特別なニーズへの対応
・デジタル経済とインクルーシブなデジタル社会を支える情

報通信技術の活用
・デジタル・コネクティビティの強化と未接続者をつなぐた

めのインフラ整備の促進
・デジタルトランスフォーメーションを加速するためのイネイ

ブリングな政策と規制環境
・安全で強靭なICT環境への貢献
　上記優先事項はAPT Viewとして3月10日及び11日の地
域準備会合（RPM-ASP）に提出され議論された。結果に
ついては後述する。

4．今後の運営

4.1　APT WTDC-21準備会合

　準備会合は今後2回の会合を予定しており、次回第3回会
合は5月6日から11日に開催される。また、マレーシアより2回
の会合では審議に必要な時間が十分でないとの理由で、オ
ンライン会合の開催を追加検討すべきとの提案があった。
APT事務局からは、第3回会合において合意を得られれば、
第4回会合前に追加で開催することを検討するとの説明が
あった。

Ⅱ．地域準備会合（PRM-ASP）
1．開催概要

　ITU WTDC-21アジア太平洋地域準備会合（RPM-ASP）
が2021年3月9日から10日にオンラインにて開催された。APT 
WTDC-21準備会合議長のシャラファト氏がRPM-ASP議
長に選出され、地域イニシアティブのドラフティング会合議
長に大槻氏が選出された。

2．会合目的

　本会合は、ITU-D決議31に基づき、2021年11月開催予定
のWTDC-21に向けて、2022−2025年会期の優先課題、ア
ディスアベバ宣言等のアジア太平洋地域共同提案の作成
と、ITU加盟国のニーズを踏まえた地域イニシアティブを
特定することを目的としている。本会合の結果は、今後開催
する地域間準備会合及び5月開催予定の電気通信開発諮問
委員会（TDAG）において更なる議論を経た上で、WTDC-21
へ入力される。

3．結果概要

　ITU電気通信開発局及び各地域のWTDC準備会合議長
からのWTDC-21に向けた進捗報告に加え、2月24日から
26日に開催されたAPT WTDC-21第2回準備会合において
合意された下記5つのイニシアティブに基づき議論を進め、
各国の意見を調整した上で各イニシアティブの目的及び期
待される成果を取りまとめた。

会合報告

■図．準備会合スケジュール
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　ASP1：後発開発途上国、太平洋島嶼国を含む小島嶼国、
内陸国の特別なニーズへの対応

　ASP2：デジタル経済とインクルーシブなデジタル社会を
支える情報通信技術の活用

　ASP3：デジタル・コネクティビティの強化と未接続者を
つなぐためのインフラ整備の促進

　ASP4：デジタルトランスフォーメーションを加速するため
のイネイブリングな政策と規制環境

　ASP5：安全で強靭なICT環境への貢献

Ⅲ．地域間準備会合（IRM）
1．開催概要

　地域間準備会合（IRM）が2021年3月11日にオンライン
会合にて開催された。議長は、WTDC-21ホスト国（エチ
オピア）のMohammedイノベーション・技術省副大臣が務
め、副議長に各地域から6名が表2のとおり選出された。

2．会合目的

　地域間準備会合は、2021年11月開催予定のWTDC-21に
向けて、各地域の間での議論を共有することで重要論点を
特定するために設立された。本会合では、各地域で議論さ
れた優先課題や地域イニシアチブ、WTDC決議等の統廃
合及び次の4年間（2022−2025年）における研究委員会の

在り方などについて議論することが期待されている。今回
は3回開催予定の会合の第1回目となる。

3．結果概要

　WTDC-21の準備状況について、ホスト国より情報提供が
あり、原則、予定通り物理会合開催を目指すものの、バー
チャル会合、ハイブリッド会合、延期する案などが提案され、
延期する案もバックアップとして想定することが提案された。
これに対し、物理会合の開催を目指すものの、延期するこ
とが適当とする意見が多く出された。6月の理事会（バー
チャル会合）を経て決定される見込み。開催方法及びそ
の決定方法についてはITU事務局及びホスト国が検討を継
続する。
　各地域会合よりWTDC-21に向けた準備状況について情
報共有があった。引き続き4月のTDAG-WGにおいて、ITU-D
セクターの手続規則、研究委員会の課題などについて改正
の議論をする予定。

Ⅳ．今後の予定

3月9日～10日 第1回地域準備会合（PRM-ASP）（バーチャル）

3月11日 地域間準備会合（IRM）（バーチャル）

5月6日～11日 APT WTDC-21-3（バーチャル）（※）

5月12日～14日 第2回地域間準備会合（IRM）（バーチャル）（※）

5月25日～28日 TDAG（バーチャル）

6月8日～18日 理事会（バーチャル）

8月30日～9月3日 APT WTDC-21-4（タイ）（※）

9月16日～17日 第3回地域間準備会合（IRM）（ジュネーブ）（※）

11月8日～9日 WTDC-21 本会合（エチオピア）（※）

（※）本会合開催後、WTDC-21 本会合（エチオピア）を2022年6月に
延期することが決定された。これをうけ、予定されていた上記のAPT
のWTDC準備会合、第2回及び第3回のIRMがあわせて延期されたが、
今後の予定については未定。

■表2．副議長一覧

APT Dr. Ahmad Sharafat（イラン）

ATU Ms. Caecilia Nyamutswa（ジンバブエ）

CEPT Ms. Inga Rimkeviciene（リトアニア）

CITEL Mr. Santiago Reyes-Borda（カナダ）

LAS Mr. Mansour AlQurashi（サウジ）

RCC Mr. Arseny Plossky（ロシア）




